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特集 新｢出水市｣が誕生しました 
４月23日(日)は 
　出水市長選挙と出水市議会議員選挙の投票日 
移動図書館車をご利用ください！ 
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創刊号  

3月13日：出水市役所（本庁）玄関前 

広報 

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市 

高尾野支所 野田支所 

出水市役所 

ツル観察センター 感応寺 

西日本オールドカーフェスティバル 

高尾野温泉センターもみじ 

出水麓武家屋敷群 

たかおの鶴駅伝大会 出水ツルマラソン大会 

中の市 
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新
市
が
誕
生
し
た
３
月　

日
、
出
水
市
役
所

１３

（
本
庁
）、
高
尾
野
支
所
、
野
田
支
所
で
、
開
市
・

開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冬
の
寒
さ
が
戻
り
、
小
雪
も
ち
ら
つ
く
中
、
本

庁
で
は
、
県
関
係
者
や
旧
市
町
長
・
議
長
を
は
じ

め
、
市
民
、
職
員
な
ど
約　

人
が
参
加
。
新
市
の

２００

発
足
に
当
た
り
、
�
満
重
人
出
水
市
長
職
務
執
行

　

平
成　

年
３
月　

日
、
出
水
市
・
高
尾
野
町
・
野
田
町

１８

１３

の
１
市
２
町
が
合
併
し
、
新「
出
水
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
新
市
の
将
来
都
市
像『
人
と
自
然
が
融
和

し
た　

に
ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市　

出
水
市
』の
実
現
を

目
指
し
て
、
市
民
す
べ
て
の
知
恵
と
活
力
で
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

新新「「
出
水
出
水
市市
」」がが

誕
生
し
ま
し
た

　

誕
生
し
ま
し
た

い
ず

み

い
ず 

み
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新「出水市」が誕生しました　　　新「出水市」が誕生しました特集特集

旧市町長から市長職務執行者へ事務引き
継ぎが行われました

者（
旧
野
田
町
長
）、
渋
谷
俊
彦
旧
出
水
市
長
、
平

原
三
男
旧
高
尾
野
町
長
の
３
人
に
よ
り
、
庁
舎
玄

関
に
出
水
市
役
所
の
銘
板（
表
示
板
）が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

�
満
市
長
職
務
執
行
者
が
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
伝
統
や
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
融
和
を
図
り
、

一
日
も
早
く
諸
施
策
の
決
定
や
事
業
計
画
が
な
さ

れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
、『
新
市
の
将
来
都
市
像
』

実
現
の
た
め
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
伊
藤
祐
一
郎
鹿
児

島
県
知
事
が
、「
全
国
一
の
品
格
の
あ
る
市
を
つ

く
っ
て
も
ら
い
た
い
。
北
薩
地
域
か
ら
明
日
の
地

方
自
治
の
扉
を
開
き
た
い
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
旧
市
町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
。
東

出
水
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の
園
児
４
人
に
よ
り
く

す
玉
が
割
ら
れ
る
と
参
加
者
か
ら
は
新
市
誕
生
を

祝
っ
て
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
尾
野
・
野
田
の
各
支
所
で
は
、
本
庁

で
の
式
典
が
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
た
ほ
か
、
銘
板
の

除
幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
を
行
い
新

市
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
旧
市
町
長
か
ら
市
長
職
務
執
行
者
へ

事
務
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
る
な
ど
新「
出
水
市
」

と
し
て
の
新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新「
出
水
市
」は
、
人
口
５
万
７
千　

人（
平
成

908

　

年
国
勢
調
査
速
報
値
）で
、
県
内
５
位
。「
平
成

１７の
大
合
併
」で
県
内　

番
目
に
誕
生
し
た
自
治
体

１６

と
な
り
ま
す
。

新市への期待を込めて祝辞を述べる伊藤
鹿児島県知事

真新しい銘板が設置されました

市 長 職 務 執 行 者

　４月２３日（日）に出水市長が選任される
までの間、�満重人氏（旧野田町長）が市
長の職務を執行します。

�満　重人　72歳
（昭和８年12月１日生まれ）　

昭和28年　　県立野田高等学校卒業
昭和32年
～平成６年　野田町役場勤務
平成７年　　同町議会議員初当選
平成11年　　同町議会議長就任
平成15年　　同町長就任

支所で行われた開市・開庁式

　高尾野・野田の各支所でも開市・開庁
式が行われ、銘板の除幕、テープカット、
くす玉割りで新市誕生を祝いました。

高尾野支所

野 田 支 所
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広報いずみ ２００６（平成１８年）４/１号：創刊号

●
新
●
新「
出
水
市
」の

「
出
水
市
」の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

新「
出
水
市
」は
、
鹿
児
島
県
の
北
西
部

に
位
置
し
、
北
は
八
代
海（ 
不
知
火 
海
）を

し

ら

ぬ

い

隔
て
て
天
草
諸
島
に
続
き
、
北
東
は
熊
本

県
水
俣
市
、
東
は
大
口
市
、
南
は
さ
つ
ま

町
、
薩
摩
川
内
市
、
西
は
阿
久
根
市
と
接

し
て
い
ま
す
。

　

東
に
矢
筈
連
峰
を
仰
ぎ
、
南
に
は
北
薩

第
一
の
高
峰
紫
尾
山
を
中
心
に
山
塊
が
東

西
に
延
び
、
山
地
の
多
い
地
勢
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
ノ
津
川
や
高
尾
野
川
、
野
田

川
の
流
域
と
海
岸
部
の
干
拓
地
か
ら
な
る

広
大
な
出
水
平
野
が
広
が
り
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
に
は
待
望
の
九
州
新
幹

１６

線
が
部
分
開
業
し
、
ま
た
、
南
九
州
西
回

り
自
動
車
道
の
事
業
着
手
や
北
薩
横
断
道

路
の
整
備
が
進
む
な
ど
、
本
格
的
な
高
速

交
通
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
特
別
天
然
記
念
物「
鹿
児
島
県
の

ツ
ル
お
よ
び
そ
の
渡
来
地
」と
し
て
全
国

に
名
を
知
ら
れ
、
温
暖
な
気
候
、
豊
か
な

水
と
緑
、
広
大
な
土
地
、
青
い
海
の
自
然

に
恵
ま
れ
、
北
薩
地
域
の
中
核
都
市
と
し

て
今
後
さ
ら
に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
、
出
水
市
は
新
幹
線
が
開
通
し
て
活

性
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
自
然
い
っ
ぱ

い
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
環
境
を
生
か
し
て
、

多
く
の
方
々
が
出
水
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
望
み

ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
が
集
え
る
場
所
、
買
い
物

が
楽
し
め
る
場
所
な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
山
間
部
に
住
む
人
た
ち
に
便

利
な
店
を
つ
く
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
地

区
の
道
路
工
事
を
終
わ
ら
せ
た
り
と
、
出

水
市
に
住
ん
で
い
る
人
々
に
と
っ
て
も
住

み
や
す
い
環
境
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

　

い
よ
い
よ
新「
出
水
市
」が
発
進
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
一

人
一
人
が
出
水
市
民
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、

出
水
の
新
し
い
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
地
域
に
し
か
な

い
良
さ
や
伝
統
、
歴
史
と
い
う
も
の
は
、

こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
高
尾
野
青
年
団
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
み
ん
な
が
好
き
な

歌
の
１
フ
レ
ー
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
事
な
の
は
�
変
わ
っ
て
く
こ
と
�

　
　
　
　
　

�
変
わ
ら
ず
に
い
る
こ
と
�

大
口
市 

出水 

高
尾
野 

阿久根市 

薩摩川内市 

熊本県 
水俣市 

出 
　　水 高 

　尾 
　　野 野 

　　田 

八代海 
（不知火海） 

長島町 

さつま町 

計野 田高尾野出 水地域名

３３０．０６３０．６０７１．１５２２８．３１面積（�）

５７，９０８４，７５２１４，００１３９，１５５人口（人）

２２，８４６１，８４４５，３５５１５，６４７
世 帯 数
（世帯）

※平成１７年国勢調査速報値（人口、世帯数）

永
畠　

加
菜
さ
ん

出
水
商
業
高
校
３
年（
出
水
）

桐
野　

貴
広
さ
ん

浦
窪（
高
尾
野
）　
　

歳
２４

多
く
の
人
々
が
集
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
の
良
さ
や
伝
統
を
引
き
継
ご
う
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野
田
に
参
り
ま
し
て
早　

年
。

２０

　

あ
ど
け
な
い
子
ら
の
笑
顔
に「
元
気
」を

も
ら
い
、
生
き
生
き
と
し
た
青
年
の
姿
に

「
前
に
進
も
う
」と
励
ま
さ
れ
、
お
年
寄
り

の
微
笑
に
は「
大
丈
夫
」と
優
し
く
支
え
ら

れ
、
日
々
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ち

の
す
べ
て
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
生
活
の

基
盤
で
あ
り
掛
け
替
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

　

尊
い
自
然
や
脈
々
た
る
伝
統
を
次
世
代

に
し
っ
か
り
と
残
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
安

心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
。
心

通
う
新「
出
水
市
」に
期
待
を
寄
せ
、
わ
た

し
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
い

た
し
ま
す
。

　

世
界
有
数
の
ツ
ル
の
渡
来
地
で
あ
り
、
名

の
ご
と
く
豊
富
な
地
下
水
、
ど
れ
を
取
っ
て

も
世
界
に
冠
た
る
こ
と
だ
と
自
慢
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
自
然
界
や
生
活
の
中

に
環
境
汚
染
が
忍
び
寄
っ
て
来
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
こ
れ
以
上
環
境
を
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
、
山
地
と
平
野
、
そ
れ
に
不
知
火

海
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
、
林
業
、
農
業
、

漁
業
の
幸
を
産
業
の
柱
に
据
え
、
大
い
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
結
果
的
に
素
晴
ら
し
い
出

水
の
環
境
を
売
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
市
民
と
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
未
来 
永 えい

 
劫 
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
う

石
澤　

育
代
さ
ん

天
神（
野
田
）　
　

歳
４９

�
上　

孝
吉
さ
ん

前
田（
出
水
）　
　

歳
６０

　

い
よ
い
よ
合
併
に
よ
り
新「
出
水
市
」が

誕
生
で
す
。
お
互
い
の
地
域
の
歴
史
、
伝

統
、
文
化
を
尊
重
し
、
新「
出
水
市
」と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
な
か
で
、
ご
年
配
の
方

が
元
気
に
生
活
で
き
、
子
ど
も
が
安
全
に

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
と
な
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
、
経
済
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
を
大
切
に

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
も
微

力
な
が
ら
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

新
市
誕
生
に
あ
た
り
、
母
親
と
し
て
女

性
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
世
の
中
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
も
変
わ
り
、
た
く
さ
ん
の
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。
子
育
て
に
悩
む
親
に
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

育
児
の
不
安
や
人
間
関
係
の
難
し
さ
な

ど
の
本
音
を
聞
き
、
つ
ら
さ
を
受
け
止
め

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
が
た
く
さ
ん

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
市
で
は
、
さ
ら
に
市
民
の
声
が
行
政

や
議
会
に
ど
ん
ど
ん
届
く
よ
う
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
。

田
上　

幸
紀
さ
ん

別
府（
野
田
）　
　

歳
３３

前
田　

み
ゆ
き
さ
ん

大
和（
高
尾
野
）　
　

歳
４１

尊
い
自
然
や
伝
統
を
次
世
代
に
残
し
た
い

素
晴
ら
し
い
出
水
の
環
境
を
守
ろ
う

子
育
て
に
悩
む
親
に
支
援
の
場
を

元
気
に
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
に
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平成１５年
　１１月１日　出水市・高尾野町・野田町合併協議会が設置

平成１６年
　７月８日　新市の名称が「 出  水 市」に決定

いず み

　７月２９日～８月６日
　　　　　　合併住民説明会および公聴会（延べ５回）
　１２月９日　新市まちづくり計画が承認
平成１７年
　１月１１日～１月２８日
　　　　　　合併住民説明会（延べ１２回）

　２月１０日　合併協定調印式

　２月２２日　１市２町臨時議会で合併関連議案可決
　３月１５日　県知事に廃置分合（合併）を申請
　４月１５日　総務大臣から県知事へ、廃置分合に伴う市制
　　　　　　施行に係る協議について異議がない旨の回答
　７月６日　鹿児島県議会で廃置分合（合併）議案可決
　７月１４日　県知事が総務大臣へ合併の決定を届け出
　７月１５日　県知事から廃置分合（合併）決定書の交付（７

月７日付け）

　８月１６日　総務大臣の市町の配置分合告示
平成１８年
　１月２６日　市章が決定
　２月２０日　１市２町の戸籍総合システムが稼動
　３月１２日　出水市・高尾野町・野田町合併協議会を廃止
　３月１３日　新「出水市」誕生

閉市式・閉町式
　旧１市２町では、これまでの歴史を振り返り、
合併後のさらなる発展を願い、閉市・閉町式が行
われました。
�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　 　出水市

　２月２６日、出水市音楽ホールで約４００人が出席
し開催。「出水市のあゆみ」をまとめたビデオの上
映や市立少年少女合唱団の歌声に合わせ、会場も
一緒に市民歌とイメージソング「夢のつづき」を合
唱しました。
�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

野田町　 　

　３月４日、野田農村環境改善センターで約３００
人が出席し開催。閉町記念作文コンクールの入賞
者が入賞作文を朗読したほか、「野田町のあゆみ」
をまとめたビデオの上映や同町のコーラスグルー
プの合唱などがありました。
�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

 　高尾野町

　３月５日、高尾野町農村環境改善センターで約
４００人が出席し開催。町民表彰や同町のこれまで
の歩みをまとめたビデオの上映、中学生による新
市への期待の発表があったほか、部門表彰や郷土
芸能が披露されました。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
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7 広報いずみ ２００６（平成１８年）４/１号：創刊号

庁　舎　案　内 

３０１会議室 

書 庫  

都市計画課 

建築住宅課 

電　話 
交換室 教育長室 

エレベーター 

（教育委員会） 
学校教育課 
教育総務課 

監査委員事務局 

選挙管理委員会 
　　事務局 

３０２会議室 
書庫 

会議室 

男
Ｗ
Ｃ 

女
Ｗ
Ｃ 

農業委員 
会事務局 農林水産課 

３階 傍
聴
席 

議 場  

倉庫 

小会議室 

大会議室 

４階 

４０１会議室 

情報管理課 

応接室 

談話室 議会事務局 

議長室 
副議長室 

議員控室 

議員控室 

書
庫 

２階 

応接室 企画調整課  新市まちづくり 
推進課 

市長室 秘書室 助役室 

２０２会議室 

ＯＡルーム 

２０１会議室 

男
Ｗ
Ｃ 

女
Ｗ
Ｃ 

エレベーター 

記者クラブ室 

出
入
口 

道路河川課 

下水道課 

税務課 

倉庫 

宿直室 

会計室 

公金取扱所 

倉庫 

市民課 

市民相談室 出入口 

正面玄関 

エレベーター 

男
Ｗ
Ｃ 

女
Ｗ
Ｃ 

１０１会議室 

１０２会議室 

商　工 
観光課 

社会福祉課 

介護保険課 
（地域包括支援
センター） 

保健環境課 

１０３ 
会議室 

ＷＣ 

出入口 
出入口 

休憩室 組合事務所 
水道課 

１階 

娯楽室 

総務課 

男
Ｗ
Ｃ 

女
Ｗ
Ｃ 

更衣室 洗面所 

印刷室 

法令図書室 

議 場  

委員会室 

男
Ｗ
Ｃ 

女
Ｗ
Ｃ 

財政課 
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8広報いずみ ２００６（平成１８年）４/１号：創刊号

渡
ロ
ー
カ 

放送室 印刷室 

庁　舎　案　内 

建設課 
外
階
段 

倉庫 

電　算 
機械室 

支所長 
 
総務課 

男ＷＣ 
女ＷＣ 

会議室 

会議室 会議室 

会議室 会議室 

教育総務課 

外階段 男
Ｗ
Ｃ 

２階 
更衣室 組合事務所 

倉庫 

女ＷＣ 

男ＷＣ 宿直室 

会計室分室 

市民 
相談室 

正面玄関 

市民生活課 

水道課 下水道課 

保健福祉課 

売店 

出入口 
出入口 

出入口 

税務課 
産業振興課 農業委員会 

事務局分室 

男ＷＣ 
女ＷＣ 

出
入
口 

（地域包括支援セン 
　ター高尾野分室） 

１階 

３階 

２階 

１階 

会議室 

産業振興課 
農業委員会 
事務局分室 

建設課 水道課 会議室 書庫 

会
議
室 

応接室 
会　議　室 
市民相談室 

（期日前投票所） 

倉庫 

会
計
室
分
室 

市民福祉課 

正面玄関 

宿直室 
女
Ｗ
Ｃ 

男
Ｗ
Ｃ 放送室 書庫 

印刷室 出入口 
出入口 

総務課 税務課 

支所長 

外階段 

会議室 

電算室 

手洗 
ＷＣ 
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9 広報いずみ ２００６（平成１８年）４/１号：創刊号

主な証明書発行、申請受付業務など
野田支所での
担当課・係

高尾野支所での
担当課・係

▼住民票等異動関係届の受付、住民票の発行
▼戸籍関係届の受付、戸籍の謄本・抄本発行
▼印鑑登録の受付、印鑑登録証明書の発行
▼住民基本台帳カードの申請、交付
▼死亡届の受付と埋火葬許可証の発行
▼火葬場の使用許可申請の受付
▼交通災害共済の加入受付
▼犬の登録受付
▼行政区域変更（合併）証明書の発行　など
※臨時運行許可証発行は、本庁のみの取り扱いとなります。

市民福祉課
　市民生活係

市民生活課
　市民生活係

▼国民年金、国民健康保険加入等の受付
▼老人保健制度の資格手続き　など

市民福祉課
　保険年金係

市民生活課
　保険年金係

▼児童手当現況確認書の受付
▼保育所入所の受付
▼介護保険認定申請
▼障害者関係の申請受付　など

市民福祉課
　福　祉　係

保健福祉課
　福　祉　係

▼乳幼児医療費助成の受付
▼母子健康手帳等の交付
▼各種健診申込書・予防接種報告書の受付
▼子宝お祝い金の申請受付　など

市民福祉課
　健　康　係

保健福祉課
　健　康　係

▼市税等の申告及び納税相談等
▼市税等に係る諸証明書発行
▼公図の閲覧、証明
▼原動機付自転車等の登録及び廃車の受付
▼各種市税等の徴収　など

税務課
　税　務　係

税務課
　課　 税　 係
　固定資産税係

▼幼稚園、小学校への入学（入園）、転校届の受付　など
教育課
　教　育　係

教育総務課
　教育総務係

▼社会教育施設、社会体育施設等の使用許可申請の受付　など
教育課
　教　育　係

社会教育課
　社会教育係

▼市営住宅の入退去の受付・住宅使用料の徴収　など
建設課
　管　理　係

建設課
　管　理　係

▼水道の開栓及び閉栓の受付・上下水道使用料の徴収　など
水道課
　水　道　係

水道課
　水　道　係

▼下水道（高尾野支所のみ）、集落排水の使用許可や小型合併浄化槽設置
補助事業等の受付　など

建設課
　下 水 道 係

下水道課
　管　理　係

▼農地等の転用、制限、権利移動等の受付
▼農業者年金の加入等の受付　など

農業委員会
　事務局分室

農業委員会
　事務局分室

本本本本本本本本本本本本本本本本庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁・・・・・・・・・・・・・・・・支支支支支支支支支支支支支支支支所所所所所所所所所所所所所所所所のののののののののののののののの業業業業業業業業業業業業業業業業務務務務務務務務務務務務務務務務とととととととととととととととと受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口口口のののののののののののののののの案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内本庁・支所の業務と受付窓口の案内
●本庁での業務
　一部施設等の貸し出し業務を除き、旧出
水市役所、旧高尾野町役場、旧野田町役場
で行っていた業務はすべて行います。

●支所での業務
　総務、企画、財政等の管理部門の事務以外の業務は、
従来どおり行います。各種証明書等の発行申請について
は、本庁、支所を問わずどこでも申し込みができます。

◆支所でできる主な各種証明書等の発行と受付業務など◆
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１
　
階 

道路河川課 

水　道　課 

企画調整課 

情報管理課 

農林水産課 

図　書　館 

青 年 の 家  

商 業 高 校  

管　理　係 

建　設　係 

維　持　係 

管　理　係 

業　務　係 

工　務　係 

企画調整係 

情報管理係 

管　理　係 

林務水産係 

基盤整備係 

農 畜 産 係  

広報・男女 
共同参画係 

●市道の認定及び廃止、道路・河
川の占用許可、工事の入札及び契
約、その他土木事務に関すること。  

●下水道事業の普及及び啓発、受
益者負担金及び下水道使用料、小
型合併浄化槽等に関すること。 

●公共下水道及び農業集落排水事
業の管きょ等新設及び維持管理等
に関すること。 

●終末処理場及びポンプ場の維持
管理、水質管理等に関すること。 

●商工業の振興、労働行政等に関
すること。 

●観光に係る企画及び調整、広報
宣伝、観光施設の整備管理、イベ
ント等に関すること。 

●合併に係る調整及び進行、地域
審議会に関すること。 

●行政改革、行政組織及び職員定
数、事務改善、行政評価等に関す
ること。 

●選挙執行、選挙人名簿登録、選
挙啓発等に関すること。 

●委員会の事務、農地法に関する
申請受理・許可等、農業制度金融、
農業者年金等に関すること。 

●事務事業の監査、出納検査、決
算審査等に関すること。 

●ツルその他の鳥類に関する資料
の収集、保管、展示、博物館資料
の専門的調査等に関すること。 

●市道及び橋梁の新設改良、港湾
及び海岸事業、河川及び砂防事業
等に関すること。 
●市道、橋梁及び河川の維持管理、
里道等整備事業等に関すること。  

●水道業務の総合調整、水道料金
の調定及び徴収、工事の入札及び
契約等に関すること。  

●給水栓の開閉、使用水量の点検、
水道料金等の収納事務委託等に関
すること。   

●水道施設の建設改良、維持管理、
水質検査等に関すること。  

●市政の基本方針策定、総合計
画、広域行政、企業誘致、土地
開発公社等に関すること。 

●広報公聴、市勢要覧、男女共
同参画推進等に関すること。 

●電子計算組織に関する業務、
統計等に関すること。 

●農用地、農業用施設の維持管
理、公設地方卸売市場・農産物
直売所の管理及び運営等に関す
ること。 
●農業振興、畜産振興、農業経
営の改善指導、農業後継者対策
等に関すること。 

●林業の振興、林道及び治山事
業、有害鳥獣捕獲、水産業の振
興、漁港の管理等に関すること。 

●農用地、市管理農道及び市管
理排水路等の整備及び維持管理
等に関すること。 

●図書館資料の収集、整理及び保存、貸出し、
移動図書館等に関すること。 

●団体宿泊の研修等に関すること。 

●高校運営に関すること。 

下水道課  

商工観光課 

新市まちづ 
くり推進課 

選挙管理委 
員会事務局 

農業委員会 
　事務局 

監 査 委 員  
　事務局 

ツル博物館 
クレインパーク 
　いずみ 

管　理　係 

建　設　係 

処　理　係 

商工労政係 

観　光　係 

まちづくり 
推進係 

行政改革 
推進係 

２
　
階 

３
　
階 

庁
　
外 

江内出張所 ●戸籍、住民票等の証明書の 交付等に関すること。 

出
張
所 
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市　民　課 

社会福祉課 

総　務　課 

都市計画課 

介護保険課 

介護保険係 

予　防　係 

健康増進係 

環境保全係 

収　納　係 

課　税　係 

会　計　係 

財　政　係 

管　財　係 

建　築　係 

住　宅　係 

学校教育係 

社会体育係 

固定資産税係 

保健環境課 

税　務　課 

会　計　室 

財　政　課 

議会事務局 

建築住宅課 

学校教育課 

社会体育課 

紅　葉　園 

保　育　園 

教育委員会 

教育総務課 

社会教育課 

敬　老　園 

米ノ津出張所 

住　民　係 

国民年金係 

健康保険係 

社　会　係 

高齢者福祉係 

児童福祉係 

秘　書　係 

職　員　係 

計画管理係 

教育総務係 

特定計画係 

社会教育係 

文　化　係 

行政防災係 

保　護　係 

市民生活係 

●戸籍、住民基本台帳の事務、印
鑑登録、火葬場使用、戸籍、住民
票の記録、外国人登録等に関する
こと。 

●介護保険の要介護認定申請事務、
保険給付等に関すること。 

●結核及び感染症、予防接種、乳
幼児医療、子宝お祝い金等に関す
ること。 
●保健指導、老人保健、食生活改
善等に関すること。 
●環境基本計画、環境保全・美化、
リサイクル、公害、墓地及び埋火
葬等に関すること。 

●市税等の収納、滞納処分、納税
相談等に関すること。 
●市県民税・国民健康保険税・介
護保険料の申告受付並びに賦課、
市税等に係る諸証明交付及び閲覧
に関すること。 
●固定資産の調査及び評価、固定
資産税の賦課、諸証明の交付、地
籍調査に関すること。 

●現金等の出納及び保管、現金及
び財産の記録管理、決算の調製、
基金の運用等に関すること。 

●予算編成、地方交付税、地方債
等に関すること。 

●普通財産の管理、庁用自動車の
管理、物品等の購入等に関するこ
と。 

●市有物件の建設及び管理、維持
修繕、建築届の受付及び進達等に
関すること。 

●市営住宅、がけ地等の危険住宅
の移転促進事業等に関すること。   

●教職員の人事の内申、学校の設
置及び廃止、児童・生徒の入学、
転学及び退学等に関すること。  

●社会体育及びレクレーションの
普及及び充実、運動公園等の貸付
等に関すること。  

●特別養護老人ホームに関すること。 

●本会議・委員会に関すること、
広報、議会関係例規の制定・改廃、
資料の収集等に関すること。 

●国民年金、福祉年金等に関する
こと。 
●国民健康保険、老人保健医療等
に関すること。 
●庁舎案内、市民の陳情等及び相
談、人権・同和問題、防犯環境整
備、交通災害共済制度等に関する
こと。 

●身体障害者、知的障害者及び精
神障害者の福祉、ひとり親家庭等
医療費助成等に関すること。 

●老人福祉施設等の入所措置、在
宅福祉、在宅介護支援センター等
に関すること。 
●児童手当等、保育所の入所措置、
家庭児童相談、放課後児童クラブ
等に関すること。 

●生活保護、帰国者支援等に関す
ること。 

●市立保育園に関すること。 

●交際、市長の資産公開等に関す
ること。 
●儀式、褒章及び栄典、文書管理、
庁舎の管理、自治会との連絡、災
害対策、情報公開制度及び個人情
報保護制度の総括、条例等の制定
及び改廃等に関すること。 

●都市計画区域及び用途地域、都
市公園等の整備及び管理、住居表
示及び町名町界等に関すること。 
●出水駅周辺等の整備及び管理、
重要伝統的建造物群保存地区の整
備等に関すること。 

●委員会の事務、教育財産の管理、
奨学貸付金、就学援助費等に関す
ること。 

●社会教育、生涯学習、青少
年教育等に関すること。 
●文化財の調査・保存、伝統
的建造物群保存地区等に関す
ること。 

●養護老人ホームに関すること。 

●戸籍、住民票等の証明書の 
交付等に関すること。 大川内出張所 ●戸籍、住民票等の証明書の 交付等に関すること。 

●職員の給与、人事、勤務時間、
採用、研修、福利厚生等に関する
こと。 

１
　
階 

２
　
階 

３
　
階 

庁
　
外 

出
張
所 
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税　務　課 

市民生活課 

保健福祉課 

水　道　課 

会計室分室 

総　務　課 

教育総務課 

社会教育課 

産業振興課 

管　理　係 

振　興　係 

基盤整備係 

管　理　係 

建　設　係 

管　理　係 

維　持　係 

市民生活係 

保険年金係 

健　康　係 

福　祉　係 

管　理　係 

維　持　係 

下 水 道 係  

下 水 道 課  

農業委員会 
事務局分室 

農業委員会 
事務局分室 

建　設　課 

市民福祉課 

建　設　課 

総　務　課 

税　務　課 

会計室分室 

産業振興課 

水　道　課 

教　育　課 

課　税　係 

固定資産税係 

市民生活係 

保険年金係 

健　康　係 

福　祉　係 

庶　務　係 

教育総務係 

社会教育係 

管　理　係 

振　興　係 

水　道　係 

教　育　係 

庶　務　係 

税　務　係 

防災・行政 
　相談係 

防災・行政 
　相談係 

水　道　係 

●市税等の申告受付・課税、諸証
明の発行、滞納処分等に関するこ
と。 ●農林業振興、農業用施設の管理、

商工業振興、観光振興、観光施設
の管理等に関すること。 
●農業振興、畜産の振興、林業の
振興等に関すること。 
●林道及び治山事業、市管理農道
及び市管理排水路等の維持管理に
関すること。 

●下水道事業の普及及び啓発、受
益者負担金及び下水道使用料、小
型合併浄化槽等に関すること。 
●公共下水道及び農業集落排水事
業の管きょ等新設及び維持管理、
終末処理場等に関すること。 

●委員会の事務、農地法に関する
申請受理・許可等、農業制度金融、
農業者年金等に関すること。 

●道路・河川の占用許可、公営住
宅、がけ地等の危険住宅の移転促
進事業等に関すること。 
●市道、橋梁及び河川の維持管理、
市有物件の維持管理、建築届の受
理及び進達、里道等整備事業等に
関すること。 

●住民基本台帳、火葬場使用、交
通災害共済制度、環境保全・美化、
リサイクル等に関すること。 
●福祉年金、国民年金、国民健康
保険等に関すること。 
●結核及び感染症、予防接種、保
健指導等に関すること。 
●介護保険、知的・身体・精神障
害者の福祉、老人福祉、児童福祉、
生活保護等に関すること。 

●委員会の事務、農地法に関する
申請受理・許可等、農業制度金融、
農業者年金等に関すること。 

●道路・河川の占用許可、公営住
宅、がけ地等の危険住宅の移転促
進事業等に関すること。 
●市道、橋梁及び河川の維持管理、
市有物件の維持管理、建築届の受
理及び進達、里道等整備事業等に
関すること。 
●受益者負担金及び使用料、小型
合併浄化槽設置事業、終末処理場
等に関すること。 

●固定資産税の収納、地籍調査等
に関すること。 

●住民基本台帳、火葬場使用、交
通災害共済制度、環境保全・美化、
リサイクル等に関すること。 
●福祉年金、国民年金、国民健康
保険等に関すること。 

●結核及び感染症、予防接種、保
健指導等に関すること。 
●介護保険、知的・身体・精神障
害者の福祉、老人福祉、児童福祉、
生活保護等に関すること。 

●給水工事、給水栓の開閉、水道
施設の維持管理等に関すること。 

●現金の収納等に関すること。 

●文書管理、職員の服務等、情報
公開制度等に関すること。 

●災害対策、行政相談、財産管理
等に関すること。 

●奨学貸付金、就学援助費、児童
等の入学・転学等に関すること。 

●文書管理、職員の服務等、情報
公開制度等に関すること。 

●災害対策、行政相談、財産管理
等に関すること。 

●市税等の申告受付・課税、諸証
明の発行、滞納処分、地籍調査等
に関すること。 

●農林業振興、農業用施設の管理、
商工業振興、観光振興、観光施設
の管理等に関すること。 
●農業振興、畜産の振興、林業の
振興、林道及び治山事業、市管理
農道及び市管理排水路等の維持管
理に関すること。 

●現金の収納等に関すること。 

●給水工事、給水栓の開閉、水道
施設の維持管理等に関すること。 

●奨学金貸付、就学援助費、社会
教育、社会体育、文化財、教育施
設の維持管理等に関すること。 

●社会教育、青少年教育、生涯学
習、社会体育等に関すること。 

１
　
階 

２
　
階 

２
　
階 
１
　
階 

庁
外 

庁
外 
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４
月

日（
日
）は

23

出
水
市
長
選
挙
と

出
水
市
議
会
議
員
選
挙
の

　

合
併
に
よ
る
新
市
の
市
長
選
挙

（
任
期
４
年
）お
よ
び
市
議
会
議
員

選
挙（
任
期
４
年
・
定
数　

人
）が

３０

４
月　

日（
日
）告
示
・
立
候
補
受

１６

け
付
け
、
４
月　

日（
日
）投
票
の

２３

予
定
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

新
出
水
市
の
将
来
を
託
す
人
を

決
め
る
大
変
重
要
な
選
挙
で
あ
る

と
と
も
に
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
最
も
身
近
で
、
政
治
に
直
接
参

加
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、
棄
権

す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

●
投
票
が
で
き
る
人

　

昭
和　

年
４
月　

日
ま
で
の

６１

２４

出
生
者
で
、
今
年
１
月　

日
以

１５

前
か
ら
引
き
続
き
本
市（
旧
出

水
市
、
旧
高
尾
野
町
、
旧
野
田

町
）に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
お
よ
び
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

●
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期　

間　

４
月　

日（
月
）か
ら

１７

同　

日（
土
）ま
で

２２

　

時　

間　

午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
８
時
ま
で

　

場　

所

　
　

市
役
所（
本
庁
）

　
　
　

１
階　

会
議
室

１０２

　
　

高
尾
野
支
所

選
挙
管
理
委
員
会
室（
臨

時
に
設
置
）

　
　

野
田
支
所

　
　
　

１
階
会
議
室

●
投　

票

　

市
内　

か
所
の
投
票
所
で
午

３６

前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

（
上
場
小
学
校
、
丸
塚
自
治
公

民
館
、
蕨
島
小
学
校
の
３
投
票

所
は
午
後
６
時
ま
で
）

●
開　

票

　

市
総
合
体
育
館
で
即
日
開
票

し
ま
す
。

　

※
開
票
結
果
速
報
の
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。
電

話
番
号
は
後
日
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線　

・　

）

３３０

３３１

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は

４
月
３
日
か
ら

　

平
成　

年
度
固
定
資
産
課
税
台

１８

帳
等
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
自
分
の
固
定
資
産
と
平
成

　

年
度
の
固
定
資
産
評
価
額
を
確

１８認
し
ま
し
ょ
う
。

期　

間　

４
月
３
日（
月
）か
ら
６

月　

日（
金
）ま
で（
土
曜
・
日

３０
曜
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

時　

間　

午
前
８
時　

分
か
ら
正

３０

午
ま
で
と
午
後
１
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

場　

所　

本
庁
税
務
課
、
高
尾
野

支
所
税
務
課
、
野
田
支
所
税
務

課
縦
覧
で
き
る
人

　

▼
市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
す

る
人

　

▼
市
内
の
固
定
資
産
を
管
理
す

る
人

　

▼
納
税
義
務
者
の
委
任
を
受
け

た
人（
該
当
す
る
固
定
資
産

の
み
縦
覧
可
能
。
委
任
状
が

必
要
で
す
。）

　

▼
市
内
の
土
地
お
よ
び
家
屋
に

対
価
を
支
払
っ
て
い
る
人

（
該
当
す
る
固
定
資
産
の
み

縦
覧
可
能
。
契
約
書
等
の
提

示
が
必
要
で
す
。）

そ
の
他

　

▽
旧
出
水
市
、
旧
高
尾
野
町
、

旧
野
田
町
の
分
も
本
庁
・
支

所
の
い
ず
れ
の
場
所
で
も
ま

と
め
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

▽
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

▽
縦
覧
手
数
料
は
縦
覧
期
間
中

は
無
料
で
す
が
、
コ
ピ
ー
を

必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
１
枚

　

円
と
な
り
ま
す
。

１０

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
内
線　

・　

）お
よ
び
各
支
所

１１７

１１８

税
務
課

●
４
月
は
、
軽
自
動
車
税
を
納
め

て
い
た
だ
く
月
で
す

　

市
役
所
か
ら
納
税
通
知
書
を
送

付（
郵
送
）し
ま
す
の
で
、
５
月
１

日（
月
）ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

の
受
け
付
け
は
、
４
月　

日（
火
）

２５

ま
で
で
す
。

　

申
請
は
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所

で
で
き
ま
す
が
、
障
害
者
手
帳
・

車
検
証
・
運
転
免
許
証
・
納
税
通

知
書
と
印
鑑
を
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
内
線　

・　

）

１１３

１１４

 

●
診
療
の
変
更

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
皮
膚
科
で

は
、
医
師
の
確
保
が
で
き
な
い
た

め
、
４
月
１
日
か
ら
当
分
の
間
、

木
曜
日
の
み
の
外
来
診
療
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
科
で
は
、
午
後
か

ら
を
専
門
外
来
と
予
約
制
に
す
る

た
め
、
一
般
外
来
の
診
療
は
午
前

中
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　

こ
れ
ま
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
１
コ
ー
ナ
ー
で
情
報
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
新

し
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。

主
な
特
徴

　

▽
院
内
情
報
の
提
供
を
拡
充
し

ま
す
。

　

▽「
お
見
舞
い
メ
ー
ル
」を
入
院

患
者
様
に
紙
面
で
お
渡
し
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

▽
ご
意
見
・
ご
要
望
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
で
可
能

に
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.hospital-

city.izum
i.kagoshim

a.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

庶
務
課
（
�
�
１
６
１
１
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月　

日（
日
）は

23

出
水
市
長
選
挙
と

出
水
市
議
会
議
員
選
挙
の

投 票 日
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合
併
し
た
市
町
村
は
、「
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」の
規
定
に
よ
り
、
例
外
な
く

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体

見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

全
体
見
直
し
の
作
業
中
は
整
備

計
画
の
個
別
の
見
直
し（
い
わ
ゆ

る
農
振
除
外
）が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

農
振
農
用
地
区
域
内
で
開
発

（
住
宅
の
建
築
等
）を
お
考
え
の
方

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
振
除
外
受
け
付
け
停
止
予
定
日

　

平
成　

年
７
月
１
日（
土
）

１８

※
受
け
付
け
再
開
時
期
は
事
前
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
県
と
の

調
整
が
必
要
で
あ
る
た
め
再
開

ま
で
に
数
か
月
を
要
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
農
林
水
産

課
管
理
係
（
内
線　

・　

）

３０２

３０３

　

市
で
は
、
市
民
の
生
活
環
境
の

整
備
を
図
る
た
め
、
里
道
等
整
備

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
同
事
業
の
実
施

１８

を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
４
月

　

日（
金
）ま
で
に
本
庁
道
路
河
川

２８課
、
高
尾
野
支
所
建
設
課
、
野
田

支
所
建
設
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
利
用
状
況
や
形
態
等
に

よ
っ
て
採
択
基
準
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
受
益
者
負
担
も
伴
い
ま
す
。

地
区
関
係
者
が
合
意
の
う
え
自
治

会
長
名
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
申
し
込
ま
れ
て
も
採
択

基
準
等
に
よ
り
、
採
択
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

採
択
基
準

【
補
助
対
象
道
路
・
水
路
】

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
道
路
は
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

①
公
有
財
産
の
道
お
よ
び
こ
れ

と
一
体
と
な
っ
た
道
で
あ
っ

て
、
沿
線
住
民
等
が
維
持
管

理
し
て
い
る
こ
と
。

　

②
幅
員（
路
肩
か
ら
路
肩
ま
で
）

が　

�
以
上（　

�
以
上
に

１.５

１.５

拡
幅
す
る
も
の
を
含
む
）で

あ
る
こ
と
。

　

③
沿
線
に
２
戸
以
上
の
人
家
が

あ
る
こ
と
。

　

④
整
備
延
長
が　

�
以
上
で
あ

３０

る
こ
と
。

▼
補
助
の
対
象
と
な
る
水
路
は
、

公
有
財
産
の
水
路
お
よ
び
こ
れ

と
一
体
と
な
っ
た
水
路
で
あ
っ

て
、
沿
線
住
民
等
が
維
持
管
理

し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
補
助
率
】

　

補
助
対
象
経
費
の　

�
以
内

７５

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
道
路
河
川
課
管
理
係

　
（
内
線　

）
１０３

　

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）の
年
度
更
新
手
続
き
の
期

限
は
、
５
月　

日（
月
）で
す
。

２２

　

事
業
主
は
、
こ
の
期
限
ま
で
に

平
成　

年
度
の
確
定
保
険
料
、
平

１７

成　

年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告

１８
と
納
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
要
領
の
説
明
会
と
申
告

書
の
集
合
受
け
付
け
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

●
年
度
更
新
説
明
会

日　

時　

４
月　

日（
金
）午
後
２

１４

時
か
ら
同
４
時
ま
で

会　

場　

市
音
楽
ホ
ー
ル

●
年
度
更
新
申
告
集
合
受
け
付
け

日　

時　

５
月
８
日（
月
）午
前　
１０

時　

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

３０

会　

場　

出
水
建
設
業
協
同
組
合

（
会
議
室
）

※
集
合
受
け
付
け
会
場
で
申
告
書

を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
期

限
ま
で
に
川
内
労
働
基
準
監
督

署
で
手
続
き
を
行
う
か
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

川
内
労
働
基
準

監
督
署（
�
０
９
９
６
―
２
２

―
３
２
２
５
）

　

市
の
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
は
、

関
連
店
舗
の
営
業
人
を
募
集
し
ま

す
。

　

営
業
種
目
は
市
場
で
取
り
扱
う

青
果
物
以
外
の
販
売
と
な
り
、
使

用
料
は
月
額
８
千　

円
で
、
申
請

７６０

時
に
保
証
金
と
し
て
３
万
円
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
農
林
水
産

課
管
理
係（
内
線　

）
３０２

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
係（
内

線　

）
１６６

　

水
俣
病
は
、
今
年
５
月
１
日
に

公
式
確
認
か
ら　

年
の
節
目
を
迎

５０

え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
水
俣
メ
モ
リ
ア
ル
に

奉
納
さ
れ
て
い
た
水
俣
病
で
犠
牲

と
な
ら
れ
た
方
々
の
名
簿
は
、
親

水
緑
地
に
新
た
に
建
立
す
る「
水

俣
病
慰
霊
の
碑
」に
移
す
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
同
日
行
わ
れ
る

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
も
こ
の
慰

霊
碑
の
前
で
実
施
し
ま
す
。

　

水
俣
病
資
料
館
で
は
、
こ
の
慰

霊
式
の
際
に
奉
納
さ
れ
る
方
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

（
通
年
受
け
付
け
）。

名
簿
対
象
者　

水
俣
病
認
定
患
者

で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
方

申
し
込
み
方
法　

水
俣
病
資
料
館
、

水
俣
市
役
所
環
境
対
策
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
ま
た
は
水

俣
病
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用

紙
で
、
遺
族
ま
た
は
代
理
人
が

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館

（
�
０
９
６
６
―
６
２
―
２
６

２
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
7.ocn.ne.jp/

m̃
im
useum

/

里
道
整
備
事
業
の
案
内

市
町
合
併
に
伴
う

農
振
除
外
等
手
続
き
の
制
限

平
成　

年
度

１８

労
働
保
険
の
年
度
更
新

公
設
市
場
の

関
連
店
舗
の
営
業
人
募
集

手
話
・
点
訳
奉
仕
員
養
成

講
座
受
講
生
募
集

「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」に
奉
納
さ

れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

点訳奉仕員養成講座
手話奉仕員養成講座
（入門・基礎課程）

毎月第１・第３土曜日毎週月曜日実施日

午前９時～正午午後７時～同９時時　間

市社会福祉会館場　所

４月２７日（木）申込期限

６月３日（土）午前９時５月８日（月）午後７時開講式
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国民年金係からのお知らせ国民年金係からのお知らせ
４月からの年金制度改正の主な変更点

●国民年金保険料は、月額280円引き上げられます
　４月から平成１９年３月までの国民年金保険料は、
月額２８０円引き上げられ、月額１３，８６０円となりま
す。
　国民年金保険料は、平成２９年度まで毎年度月額
２８０円引き上げられ、最終的に月額１６，９００円とな
る予定です。これは、年金を支える力と給付のバ
ランスを取るためです。

●年金給付額は、０．３�引き下げられます
　平成１７年の年平均の全国消費者物価指数が対前
年マイナス０．３�であったため、平成１８年度の年
金給付額は、前年度よりも０．３�少ない額となり
ます。
　満額の老齢基礎年金額は、７９２，１００円で、月額
２００円の引き下げとなります。６月の定期支払い
（４月および５月分）から年金額が変更になります。

●障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給でき
るようになります
　障害を持ちながら働いたことが評価される仕組
みとして、平成１８年度から、６５歳以上の方は、障
害基礎年金と老齢厚生年金、障害基礎年金と遺族
厚生年金の組み合わせについて、併せて受給（併
給）することができるようになります。
　なお、併給を申請される場合は、選択申出書を
川内社会保険事務所（薩摩川内市平佐町２２２３番地
�０９９６－２２－５２７６）に提出してください。

年金相談の案内
　自分の国民年金・厚生年金の加入記録や納付
記録を調べたい方や国民年金・厚生年金の裁定
請求等年金に関する相談は、市民課国民年金係
でも受け付けています。
　相談には、年金手帳をご持参ください。

出水地区年金相談所開設
相談日　４月１２日（水）
時　間　午前１０時から午後３時まで
場　所　本庁２０１会議室（２階）
内　容　国民年金・厚生年金の受給手続き等
相談員　川内社会保険事務所職員

４月は、「学生納付特例制度」の切り替え時期です

　「学生納付特例制度」とは、前年の所得がおおよ
そ１４１万円以下の学生に対し、申請すると学生期
間中の保険料の納付が猶予（納付を先にのばすこと）
される制度です。
　学生納付特例が承認されると、次のようになり
ます。
◆学生納付特例期間は老齢基礎年金、障害基礎
年金や遺族基礎年金を受けるために必要な受
給資格期間に算入されます。

　◆学生納付特例期間は、老齢基礎年金額に計算
されません。
◆学生納付特例期間中に疾病や事故などで国民
年金法施行令に定める１級または２級の障害
の状態になったときは、障害基礎年金を受給
できます。（保険料の未納が一定期間ないこ
とが条件です。）
◆学生納付特例期間中の保険料は、１０年以内で
あれば納めること（追納）ができます。
なお、追納する保険料は、２年を経過すると
一定額が加算されます。

●対象となる学生の範囲
　学校教育法に定められた大学、大学院、短期
大学、高等学校、高等専門学校、専修学校およ
び修業年限が１年以上の課程である各種学校に
在学する学生（夜間、定時制課程および通信制
課程も含みます。）

●手続きに必要なもの
　◇印鑑（本人が署名する場合は不要）
　◇学生証または在学証明書（写しで可）
◇前年中に所得がある人で、その後仕事を辞め
現在収入がないときは、仕事を辞めているこ
とを明らかにできる書類（雇用保険受給資格
者証または離職票の写し）
◇本市へ転入された人は、前居住地の前年（ま
たは前々年）の所得額証明書が必要な場合が
あります。

※学生納付特例の申請は、毎年度必要です。審査
決定は申請してから３か月後に社会保険事務所
から通知されます。
　なお、新規の方は、随時受け付けています。

問い合わせ先　本庁市民課国民年金係
　　　　　　　（内線１４７、１４８）
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平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成11111111111111118888888888888888年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度 移移移移移移移移移移移移移移移移動動動動動動動動動動動動動動動動図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館車車車車車車車車車車車車車車車車運運運運運運運運運運運運運運運運行行行行行行行行行行行行行行行行日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程平成18年度　移動図書館車運行日程　（学校関係を除く）
　

市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
遠
方

に
お
住
ま
い
の
方
や
、
仕
事
や
育

児
等
で
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
機
会

が
な
い
方
に
も
図
書
館
の
本
を
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
移
動
図
書
館
車
を
巡
回
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

本
の
予
約
、
リ
ク
エ
ス
ト
、
返

却
に
も
対
応
で
き
ま
す
の
で
、
近

く
に
移
動
図
書
館
車
が
立
ち
寄
っ

た
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
移
動
図
書
館
車
の
本
を

借
り
る
と
き
に
も「
図
書
館
利
用

者
カ
ー
ド
」が
必
要
で
す
。
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
住
所
等
が
確
認

で
き
る
も
の（
免
許
証
・
保
険
証
等
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
運
行
は
左
表
の

１８

と
お
り
で
す
が
、
旧
高
尾
野
町
や

旧
野
田
町
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
の
実
施
に
向
け
て
準

１９

備
中
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
中

央
図
書
館
や
高
尾
野
図
書
館
、
野

田
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イインンタターーネネッットトででもも
本本のの検検索索ががででききまますす
※蔵書検索画面の展開方法

��出水市のホームページを開く。
↓

��画面左側のWEBサービスのとこ
ろにある図書館蔵書検索をクリッ
クする。

出水市のホームページ
（http://www.city.izumi.kagoshima.jp/）

４４４４４４４４４４４４４４４４ 月月月月月月月月月月月月月月月月 のののののののののののののののの 休休休休休休休休休休休休休休休休 館館館館館館館館館館館館館館館館 日日日日日日日日日日日日日日日日４　月　の　休　館　日

３日、１０日、１７日
２４日、２９日

市立
中央図書館

６日、１３日、２０日
２７日

市立
高尾野図書館

７日、１４日、２１日
２８日、２９日

市立
野田図書館

運　　行　　日運 行 時 間ス テ ー シ ョ ン

１０月３日・１７日
１１月７日・２１日
１２月５日・１９日
１月１６日
２月６日・２０日
３月６日・２０日

４月４日・１８日
５月２日・１６日
６月６日・２０日
７月４日・１８日
８月１日・１５日
９月５日・１９日

９：４０～１０：１０烏 帽 子 住 宅 団 地第
１
・
３
火
曜
日

１０：１５～１０：４０西之口団地自治公民館

１０：５０～１１：１０西之口県共済住宅広場

１０月４日・１８日
１１月１日・１５日
１２月６日・２０日
１月１７日
２月７日・２１日
３月７日

４月５日・１９日
５月１７日
６月７日・２１日
７月５日・１９日
８月２日・１６日
９月６日・２０日

９：５０～１０：２０桜 町 自 治 公 民 館
第
１
・
３
水
曜
日

１０：３０～１１：００花 立 住 宅 広 場

１０月５日・１９日
１１月２日・１６日
１２月７日・２１日
１月１８日
２月１日・１５日
３月１日・１５日

４月６日・２０日
５月１８日
６月１日・１５日
７月６日・２０日
８月３日・１７日
９月７日・２１日

９：５０～１０：２０元 町 自 治 公 民 館第
１
・
３
木
曜
日

１０：３０～１０：５０漁 村 の 家

１４：１０～１４：３０今釜西自治公民館

１４：４０～１５：００早 馬 住 宅

１０月６日・２０日
１１月１７日
１２月１日・１５日
１月５日・１９日
２月２日・１６日
３月２日・１６日

４月７日・２１日
５月１９日
６月２日・１６日
７月７日・２１日
８月４日・１８日
９月１日・１５日

１４：１０～１４：３０溝 下 自 治 公 民 館

第
１
・
３
金
曜
日

１０月１０日・２４日
１１月１４日・２８日
１２月１２日・２６日
１月９日
２月１３日・２７日
３月１３日・２７日

４月１１日・２５日
５月９日・２３日
６月１３日・２７日
７月１１日・２５日
８月８日・２２日
９月１２日・２６日

９：５０～１０：２０千 本 付 住 宅 広 場第
２
・
４
火
曜
日

１０：３０～１１：００平 和 団 地 集 会 室

１４：２０～１４：４０鹿 島 住 宅 広 場

１４：５０～１５：２０こ と ぶ き

１０月１１日・２５日
１１月８日・２２日
１２月１３日・２７日
１月１０日
２月１４日・２８日
３月１４日・２８日

４月１２日・２６日
５月１０日・２４日
６月１４日・２８日
７月１２日・２６日
８月９日・２３日
９月１３日・２７日

９：５０～１０：２０鶴 亀 タ ウ ン第
２
・
４
水
曜
日

１０：３０～１１：００米 ノ 津 駅 前 広 場

１４：２０～１４：５０茶 円 堀 住 宅

１０月１２日・２６日
１１月９日
１２月１４日・２８日
１月１１日
２月８日・２２日
３月８日・２２日

４月１３日・２７日
５月１１日・２５日
６月８日・２２日
７月１３日・２７日
８月１０日・２４日
９月１４日・２８日

９：４０～１０：１０米ノ津交番前広場
第
２
・
４
木
曜
日

１０：２０～１０：４０泉 が 丘 団 地 広 場

１０月１３日・２７日
１１月１０日・２４日
１２月８日・２２日
１月１２日
２月９日・２３日
３月９日・２３日

４月１４日・２８日
５月１２日・２６日
６月９日・２３日
７月１４日・２８日
８月１１日・２５日
９月８日・２２日

１４：１０～１４：４０鶴 水 園
第
２
・
４
金
曜
日

１４：５０～１５：１０加紫久利住宅広場

※本の返却には、最寄りのブックポストも利用できます。場所等は、中央図書館へお尋ねください。
　問い合わせ先　市立中央図書館（��２１０５）

　

移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
最最最最最最最最最最最最最最寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄りりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののスススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンでででででででででででででで図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館のののののののののののののの本本本本本本本本本本本本本本がががががががががががががが借借借借借借借借借借借借借借りりりりりりりりりりりりりりらららららららららららららられれれれれれれれれれれれれれまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす最寄りのステーションで図書館の本が借りられます

～平成18年度移動図書館のご案内～
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　　　　市政モニターを募集　　　　
　市では、市民の皆さんから提案や意見、要望など
をいただき、市政に反映させるため、市政モニター
を募集します。
内　　容　▼会議への出席（年１回）
　　　　　▼意見や要望などの提出（随時）
　　　　　▼アンケート回答
申込期限　４月２８日（金）
応募方法　郵便はがきに①住所②氏名（ふりがな）　

③連絡先（電話番号）を明記の上、はがき
の表に「市政モニター応募」と朱書きして、
応募してください。

申込・問い合わせ先
　〒８９９－０２９２　出水市緑町１番３号
　　　　　　　 出水市役所企画調整課
　　　　　　　 広報・男女共同参画係（内線２２４）

４月１日、新しいシルバー人材センターがスタート
　出水市・高尾野町・野田町の合併に伴い、シルバー
人材センターは、４月１日に統合されます。
　統合に伴い、旧高尾野町、旧野田町のセンターは
解散し、新出水市がその事業を引き継ぐことになり
ますが、当分の間は旧高尾野町に支所、旧野田町に
連絡所を置き運営していくことになります。
　仕事の依頼方法や内容は今までと変わりませんの
で、お近くの事務所へお問い合わせください。
�出水市シルバー人材センター
　　出 水 本 所（��００１７）
　　　出水市平和町７２番地
　　高尾野支所（��０５２３）
　　　出水市高尾野町大久保２２９番地１
　　野田連絡所（��４３１８）
　　　出水市野田町上名６０４２番地
※同センターへの入会説明会は、毎月第４火曜日の
午前９時から出水本所で開催しています。

　　 　 市 文 化 会 館 自 主 文 化 事 業　 　 　　
新「出水市」発足記念事業

宝くじコンサート

レレレレレレレレレレレレレレイイイイイイイイイイイイイイモモモモモモモモモモモモモモンンンンンンンンンンンンンン・・・・・・・・・・・・・・ルルルルルルルルルルルルルルフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェーーーーーーーーーーーーーーブブブブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルルレイモン・ルフェーブル
ググググググググググググググラララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーケケケケケケケケケケケケケケスススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトララララララララララララララグランドオーケストラ

イージー・リスニング界の巨匠、
誉れ高いルフェーブルの名曲・名演奏が瑞々しく甦る
日　時　７月４日（火）
　　　　午後７時開演（午後６時３０分開場）
場　所　市文化会館
入場料　全席指定　一　　　般　３，０００円（税込み）
　　　　　　　　　高校生以下　１，５００円（税込み）
　　　　　　　　　（当日券は各５００円増し）
●宝くじの助成により、通常料金の約半額となっています。
●就学前のお子さんの入場、同伴はお断りします。託児
サービスをご利用ください。《要予約：６月２７日（火）まで》
前売り券一斉発売日　５月１４日（日）午前１０時
※発売開始日のみ、１人４枚までとさせていただきます。
前売券販売所
市中央公民館、米ノ津公会堂、諏訪書店、エンゼル、
亜土利絵、金海堂出水店、市高尾野公民館、市高尾野
温泉センターもみじ、江内出張所、市野田農村環境改
善センター
問い合わせ先　市中央公民館内社会教育課（��２１０６）

　はじめてのパソコン講座�

　初めてパソコンを手にする人を対象
にした，電源の入れ方やキーボードの
配列，簡単な文書作成の仕方などを学
ぶ初心者向け講座です。
対　象　者　一般成人
開講期間　５月２３日～７月１９日
　　　　　原則毎週水曜日（１０回）
　　　　　※第１回目のみ火曜日
開講時間　午後１時３０分～同３時３０分
開講場所　市中央公民館視聴覚室
募集定員　２４人
受　講　料　無料

申込期限　５月８日（月）　午後５時
申し込み方法
電話、ＦＡＸ、電子メール（住所・氏名・連絡先明
記）で受け付けます。
※講座は１、２のうちどちらかを選択してください。
　両方に申し込むことはできません。
申　込　先　市中央公民館内社会教育課
　　　　　　��２１０６、ＦＡＸ�１１０５、
　　　　　　電子メール
　　　　　　　kominkan_c@city.izumi.kagoshima.jp
開　講　式　日　時　５月２３日（火）　午後６時３０分から
　　　　　場　所　市中央公民館

はじめてのパソコン講座�

　初めてパソコンを手にする人を対象
にした，電源の入れ方やキーボードの
配列，簡単な文書作成の仕方などを学
ぶ初心者向け講座です。

対　象　者　一般成人
開講期間　５月２３日～７月２５日
　　　　　原則毎週火曜日（１０回）
開講時間　午後７時～同９時
開講場所　市中央公民館視聴覚室
募集定員　２４人
受　講　料　無料

《申し込みが定員を超えた場合》

　抽選を行います。申し込みの際に抽選会への出欠も
併せてお知らせください。
　ただし、初めての方を優先しますので、平成１５年度
以降に旧出水市公民館講座のシニアパソコン、初めて
のパソコン、パソコン講座Ⅰ～Ⅳを受講された方は受
講できませんのであらかじめご了承ください。

抽選会
　開催日時　５月１７日（水）　午後５時３０分から
　開催場所　市中央公民館小ホール

平成１８年度平成１８年度

前期公民館講座の前期公民館講座の

ご案内ご案内

（市中央公民館分）（市中央公民館分）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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平成18年度　前期定期講座のご案内
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ののののののののののののののののののののののののののののののののの家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家●働く婦人の家　　　　申込期限　　４月25日（火）

開 催 時 間開 講 回 数内　　　　　容講　　座　　名
午前１０時～

正午
隔週火曜日
全１０回健康増進やストレス解消のためのヨガを学ぶ講座です。初心者のためのヨガ講座

午前１０時～
正午

第１、第３火曜日
全１０回

牛乳パンやメロンパン、調理パンなど、家庭でも気軽
に取り組める「手作りパン」の作り方を学ぶ講座です。手 作 り パ ン 講 座

午後７時～
同９時

毎週水曜日
全２０回

パソコン（文字入力）検定３級または４級合格を目指し、
そのための知識や技術を習得する講座です。

パソコン検定合格講座
（３・４級）

午後１時３０分～
同３時半

第１、第３木曜日
全１０回

シダや多肉植物を 苔 玉に植え付けて飾るなど、室内で
こけ

楽しめる観葉植物の寄せ植え講座です。
観葉植物の寄せ植え講座

応 募 資 格…市内居住または市内勤務の女性
各講座定員…２０人
費　　　用…教材費
開 催 場 所…市働く婦人の家（一部、市中央公民館）　
申込・問い合わせ先　市働く婦人の家（��２１８５）
　　　　　　　　　　または本庁商工観光課商工労政係（内線１５４）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム●勤労青少年ホーム　　　申込期限　　４月26日（水）
開 催 時 間開 講 回 数内　　　　　容講　　座　　名

午後７時～
同９時

毎週月曜日
全２０回

あいさつや日常会話を学びます。海外旅行もこれで
バッチリ�やさしい英会話講座

第２、第４月曜日
全１０回

季節の花を使った素敵なアレンジメント。家に飾っ
たり、贈り物にするのにも最適です。フラワーアレンジメント講座

毎週火曜日
全２０回

だれでもできる呼吸と動作をあわせた体操で体を整
えます。からだを癒やすヨガ講座

第２、第４木曜日
全１０回着物の着付けを学びます。き も の と 茶 道 講 座

（着付けコース）
第１、第３木曜日

全１０回基本的な茶道の作法を学びます。き も の と 茶 道 講 座
（茶道コース）

第２、第４金曜日
全１０回

早くて、安くて、簡単。そしておいしい料理を学びま
しょう。男性も大歓迎です。か ん た ん 料 理 講 座

応 募 資 格…市内居住または市内勤務の３５歳までの男女
各講座定員…２０人（ただし「きものと茶道」講座は各コース１０人）
費　　　用…教材費、保険料
開 催 場 所…市勤労青少年ホーム　
申込・問い合わせ先　市勤労青少年ホーム（��２１３６）
　　　　　　　　　　または本庁商工観光課商工労政係（内線１５４）

【針原地区むらづくり】

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんののののののののののののののののののののののののののののののののの花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲咲くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンングググググググググググググググググググググググググググググググググ大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会第５回　みかんの花咲く丘ウォーキング大会
“““““““““““““““““““““““““““““““““みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんののののののののののののののののののののののののののののののののの花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいをををををををををををををををををををををををををををををををををかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげきききききききききききききききききききききききききききききききききゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん”””””””””””””””””””””””””””””””””“みかんの花ん 香 いをかっげきゃん”

にお

　
日　　時　５月７日（日）
　　　　　午前１０時～正午（雨天決行）
　　　　　（午前９時から受け付け）
受付場所　市海洋公園駐車場（櫓木）
参　加　料　１人１，０００円（保険料、手土産料を含みます。

ただし、中学生以下は無料です。）
コ　ー　ス　Ａコース（約５�）、
　　　　　Ｂコース（約７�）の２コース
申し込み方法
　４月２１日（金）までに、はがきまたはＦＡＸでお申
し込みください。なお、申し込みの際は、氏名、ふ
りがな、郵便番号、住所、電話番号を記入してくだ
さい。
　《申込先　〒８９９－０１２２　出水市境町３２１０　古川　守
　　ＦＡＸ�０３４８》
※「だご汁」が無料で振る舞われる予定です。
　

　主　　催　針原地区むらづくり委員会／問い合わせ先　木戸商店（��００８０）、山崎クリーニング（��１６８８）
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今
季
、
け
が
な
ど
で
保
護
さ
れ
た
ナ
ベ
ヅ

ル
の
幼
鳥
３
羽（
雄
１
羽
、
雌
２
羽
）が
２
月

　

日
、
山
口
県
周
南
市
に
移
送
さ
れ
ま
し
た
。

２５
　

同
市
は
、
本
州
唯
一
の
ナ
ベ
ヅ
ル
の
越
冬

地
で
す
が
、
近
年
渡
来
数
が
激
減
。
そ
の
た

め
、
傷
病
ヅ
ル
を
受
け
入
れ
、
一
定
期
間
治

療
・
飼
育
し
た
後
、
放
鳥
し
、
渡
来
数
の
回

復
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
日
行
わ
れ
た
出
発
式
で
県
ツ
ル
保
護
会

会
長
の
渋
谷
市
長
は
、「
世
界
的
に
例
の
な

い
画
期
的
な
試
み
が
成
功
し
、
周
南
市
の
ツ

ル
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」と
あ
い

さ
つ
。
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
た
ツ
ル
を

地
域
住
民
や
荘
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
生
徒

ら
が
見
送
り
ま
し
た
。

　

出
発
か
ら
６
時
間
半
後
、
ツ
ル
は
無
事
周

南
市
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
２
月　

日
、

１２

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

回
目
と
な
っ
た
今
大
会
は
、
ア
ジ
ア
マ

２０
ス
タ
ー
ズ
ロ
ー
ド
選
手
権
と
の
同
時
開
催
。

全
国
か
ら
１
千　

人
が
参
加
し
、
ツ
ル
舞
う

９５１

里
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
招
待
選
手
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

で
知
ら
れ
る
タ
レ
ン
ト
の
そ
の
ま
ん
ま
東
さ

ん
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
沿
道
の
声

援
に
に
こ
や
か
に
応
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

前
日
に
は
出
水
市
音
楽
ホ
ー
ル
で
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

回
目
の
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
表

２０
彰
式
で
は
、　

回
連
続
出
場
者
の
特
別
表
彰

２０

も
あ
り
ま
し
た
。　

　

文
化
的
活
動
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
活
動
を
続
け
る「
野
田
郷
島
津
太

鼓
」が
、
�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成　
１７

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
受

託
事
業
の
収
入
が
財
源
）で
太
鼓
の
修
理
と

阿
吽
の
鬼
面
等
五
つ
の
面
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

穴
が
開
く
な
ど
傷
ん
で
い
た
太
鼓
も
元
通

り
に
な
り
、
ま
た
、
待
望
の
鬼
面
等
も
そ

ろ
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ
ン
バ
ー　

人
は
、
今

２０

後
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
、
地
域
の
文
化
を
発

展
さ
せ
よ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

野
田
郷
島
津
太
鼓
は
、
平
成
４
年
に
発
足

し
、
県
の
観
光
名
勝
地「
仙
厳
園
」を
定
期
演

奏
会
場
と
し
て
活
動
。
遠
く
は
ド
イ
ツ
の
ハ

ノ
ー
バ
ー
で　

世
紀
最
後
の
万
博
に
出
演
す

２０

る
な
ど
、
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
で
心
の
こ
も
っ
た
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」を
テ
ー
マ
に
、
第　

回
野
田
町
社
会

１７

福
祉
大
会
が
３
月
４
日
、
野
田
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、　

人
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
老

２５０

人
福
祉
功
労
者
や
共
同
募
金
活
動
功
労
者
な

ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
野
田
小
学
校
２

年
の
東
尚
毅
君
や
野
田
中
学
校
３
年
の
丸
尾

章
敏
君
な
ど
４
人
が
、
町
が
募
集
し
た
福
祉

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
発
表
。
自

ら
の
体
験
を
も
と
に
、
お
年
寄
り
を
思
い
や

る
心
、
助
け
合
い
の
心
の
大
切
さ
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
た
ほ
か
、
野
田
保
育
所
の

園
児
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
合
唱
や
踊
り
を

披
露
し
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

周南市の八代ツル保護センターで
羽を休めるナベヅル（周南市提供）

沿道の声援に
応えるそのま
んま東さん

傷
病
ヅ
ル
３
羽
を
移
送

　
全
国
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

出 水

　
野
田
郷
島
津
太
鼓
に

　
　 
阿  
吽 
の
鬼
面
が
登
場

あ 

う
ん

野 田

　
地
域
に
広
げ
よ
う　

福
祉
の
輪
野 田
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平
成　

年
７
月
か
ら
改
築
工
事
が
進
め
ら

１７

れ
て
い
た
高
尾
野
中
学
校
の
校
舎（
４
号
棟
）

が
、
１
月
末
に
完
成
し
、
２
月　

日
、
同
校

１４

体
育
館
で
落
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
者
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
生

徒
会
副
会
長
の
出
来
卓
さ
ん（
２
年
生
）が
、

「
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
大
切
に
使
っ
て

い
き
ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

築
後　

年
で
、
老
朽
化
が
進
み
改
築
さ
れ

４４

た
校
舎
は
、
３
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
。
延
べ
床
面
積
は
約
１
千　

平
方
�
、

６００

総
事
業
費
は
約
３
億
６
千　

万
円
で
、
木
の

８００

持
つ
や
わ
ら
か
さ
を
生
か
す
た
め
、
県
内
産

の
杉
材
が
多
く
使
わ
れ
、
各
階
廊
下
に
ベ
ン

チ
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
明
る
く
開
放
的
で

温
か
い
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
尾
野
中
学
校
に
新
校
舎
が
完
成

　

２
月　

日
、
第　

回
高
尾
野
校
区
一
周
集

２６

２６

落
対
抗
駅
伝
大
会
が
、
集
落　

チ
ー
ム
に
高

１６

尾
野
小
学
校
と
高
尾
野
中
学
校
の
教
員
に
よ

る
２
チ
ー
ム
も
オ
ー
プ
ン
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
高
尾
野
小
学
校
校
庭
を
元
気
よ

く
ス
タ
ー
ト
。
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら

　

区
間　

・　

�
を
競
い
ま
し
た
。

１３

１９

６８

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

柴
引
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
１
時
間　

分　

秒
）

１３

２０

　

準
優
勝　

唐
笠
木
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
１
時
間　

分　

秒
）

１４

１３

　

３　

位　

下
高
尾
野
下
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
１
時
間　

分　

秒
）

１４

３２

柴
引
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝　

　

平
成　

年
度
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

１５

援
事
業
で
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
中
、
高

尾
野
川
に「
西
水
流
大
橋
」が
完
成
し
、
２
月

　

日
、
高
尾
野
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

１５で
関
係
者　

人
が
参
加
し
て
し
ゅ
ん
工
式
が

６０

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
橋
で
行
わ
れ
た
開
通
式
で
は
、

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
下
水
流
小

学
校
児
童
ら
に
よ
る
く
す
玉
割
り
、
軸
薗
精

喜
さ
ん（
西
水
流
）親
子
３
代
と
関
係
者
ら　
１００

人
に
よ
る
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
、
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　

橋
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
長
さ　
７８

�
、
幅　

�
、
総
事
業
費
３
億
６
千
万
円
で

１２

完
成
し
ま
し
た
。

西
水
流
大
橋
の
完
成
を
祝
う　

　

明
治
７
年
に
育
英
館
の
名
称
を
改
め
、
こ

れ
ま
で
に
約
１
万
３
千
人
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
た
高
尾
野
小
学
校
が
、
創
立　

周
年
を

１３０

迎
え
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
同
校
の
体
育
館
で
、
児
童
、

１１

保
護
者
、
地
域
の
方
々
ら
が
多
数
出
席
し
て
、

記
念
式
典
と
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
後
、
同
校
の
卒
業
生
で
自
衛
隊
統
合

幕
僚
会
議
議
長
の
先
崎
一
氏（
現
、統
合
幕
僚

長
・
松
ヶ
野
出
身
）が
、「
私
の
歩
ん
で
き
た

道
」と
題
し
た
講
演
で
、
自
身
の
こ
れ
ま
で

の
努
力
や
苦
労
な
ど
を
話
さ
れ
た
ほ
か
、
自

衛
隊
の
海
外
で
の
災
害
被
災
地
復
興
支
援
の

状
況
を
ス
ラ
イ
ド
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

高尾野

高尾野

高尾野

　
高
尾
野
小
学
校

　

創
立　

周
年
を
祝
う

130

高尾野
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　文部科学省と鹿児島県が主催する「地震・防災に
関するセミナー（出水断層帯を知り、地震に備える）」
が２月１３日、出水市音楽ホールで市民や行政関係者
ら約６００人が参加して開催されました。
　詳しい内容は、『鹿児島県危機管理防災課』の
ホームページでご覧いただけます。

　出水市に伝わる伝統的な漁法のケタ打瀬網漁。こ
の漁を行う「ケタ打瀬船」が２月１７日、水産庁主催の
「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財産百選」に選
ばれました。
　八代海（ 不知火 海）で風を受けながら網を引く姿は、

し ら ぬ い

全国でも珍しい風物となっています。

ケ
タ 
打  
瀬 
船
が

う
た 

せ

歴
史
文
化
財
産
百
選
に

　
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
出 水出 水

　出水市文化協会（鳥越武徳会長）が創立５０周年を迎
え、３月２日に出水市音楽ホールで記念式典を行い
ました。
　同協会は、昭和３０年に発足。１００団体、約１，３００人
が加盟し、毎年開催している文化祭をはじめ、郷土
文化の振興に貢献する活動を続けています。

　自動車販売整備業米之津宇佐商会の桐原祐弘さん
（平松東・出水商工会議所会頭）が３月６日、出水市
に軽自動車を寄贈しました。
　市では、寄贈された自動車に青色回転灯を取り付
け、通称“青パト”として、児童・生徒の登下校の
安全を見守ります。

　島原半島、天草および長島・出水地域を、二つの
長大橋を含む地域高規格道路で結ぶ島原・天草・長
島架橋構想を推進するための「島原・天草・長島架
橋構想及び九州西岸軸構想推進地方大会」が２月１８
日、阿久根市民会館で開催されました。３県から約
１，０００人の関係者が参加しました。

　３月１日、出水市内の小学１年生と２年生に携帯
防犯ブザーが配られました。ブザーは、低学年でも
扱いやすいようにピンを引き抜くとアラームが鳴る
仕組み。ランドセルに付けて携帯できるようにスト
ラップが付いています。なお、このブザーは、新市
の全小学校の新入生全員に配られます。

出
水
市
文
化
協
会
が　

周
年　

50

�
青
パ
ト
�
を
寄
贈

防
犯
ブ
ザ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う

三
県
架
橋
推
進
地
方
大
会
を
開
催

出 水出 水
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おおおおおおおおおお誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生・・・・・・・・・・おおおおおおおおおお悔悔悔悔悔悔悔悔悔悔ややややややややややみみみみみみみみみみ・・・・・・・・・・ごごごごごごごごごご寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄付付付付付付付付付付お誕生・お悔やみ・ご寄付

【
出　

水
】

（
出　

生　

児
）　

（
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　ツル保護会へのご寄付
　　　　ありがとうございました　
２月２３日：出水ライオンズクラブ
　　　　　　　　　　　　　　（森　健二会長）
２月２７日：国際ソロプチミスト出水
　　　　　　　　　　　　　　（安田暢子会長）
３月６日：ツルの恩返し便
　　　　　　交流事業実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　(山床憲次会長)

　　　　　　　　　　鹿児島県ツル保護会
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※歯科医院診療時間　午前８時～正午
�変更になることがあります。出水消防署
　（��０１１９）にお問い合わせください。

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日在在在在在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅医医医医医医医医医医医医医医休日在宅医
４月　２日

六月田中�８２６０整 外 科整形外科ばばぐちクリニック
石坂（出水）�８３００内・胃腸科しもぞのクリニック
（阿久根市）�０５５６歯 科あ く ね 歯 科 医 院

４月　９日

諏訪馬場�０４１９精神・内科出 水 病 院
町（高尾野）�００６５内・外・児科朝 倉 医 院
新　　 町�４１１１歯 科椎 原 歯 科 医 院

４月１６日

早　　 馬�２０３１外・胃腸科井 上 医 院
鹿　　 島�１５００児・内　科こどもクリニック永松
（長島町）�１２６６歯 科児 島 歯 科 医 院

４月２３日

上 沖 田�０３１９整 外 科花北整形外科医院
上の原（高尾野）�００１７内・外科高尾野医療センター
上 沖 田�２５０１歯 科福 原 歯 科 医 院

４月２９日

天神（出水）�２６００産・内・外科境　 田　 医　 院
向　　 江�７７０７児・内科キッズクリニック
（阿久根市）�３３３３歯 科よしもと歯科医院

４月３０日

西 水 琉�３１１３内・精・神経科高 尾 野 病 院
沖 田�７８００泌尿器科よしだ泌尿器科クリニック
（阿久根市）�３３３３歯 科よしもと歯科医院

４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定月の主な行事予定

　水道修繕工事当番事業者
高 尾 野 ・ 野 田 地 区出 水 地 区

期　　　間 休日及び平日の
　午後５時以降平　日工事事業者休日及び平日の

　午後５時以降平　日工事事業者

��３７０２
（０９０－７１５４－７４９０）��３７０２今 林 設 備��３５５１

（０９０－７３９７－７８９８）��３８３３道 添 建 設３月27日～
４月２日

��２０８９
（０９０－７１５４－７４９０）��２０８９第 一 産 業��８９５１

（０９０－７３９７－７８９８）��０６７６出水合同電設４月３日～同９日

��０２４９
（０９０－７１５４－７４９０）��０２４９釜 崎 水 道��１０６６

（０９０－７３９７－７８９８）��１０６６山門電気商会４月10日～同16日

※家庭内の修繕は，施工した工事事業者にご連絡ください。

世帯数と人口 （３月１日現在住民基本台帳）

合　　　計野　　田高 尾 野出　　水地域名

２万４，００９（－３）２，００１（－１４）５，３７４（＋４）１万６，６３４（＋７）世帯数

５万８，６４４（－６７）４，９０４（－１６）１万４，２７０（－１９）３万９，４７０（－３２）人　口

２万７，５２１（＋３）２，２４６（－５）６，７０３（－４）１万８，５７２（＋１２）男

３万１，１２３（－７０）２，６５８（－１１）７，５６７（－１５）２万０，８９８（－４４）女

４３４１２２７出　生

６８８１５４５死　亡

１４２１１３０１０１転　入

１８２２３４４１１５転　出

※春の全国交通安全運動（６日～１５日まで）
１日（土）　いずみ桜まつり（１０：００～１８：３０・特攻碑公園）

２日（同）
６日（木）　市内小学校・中学校・高校始業式
　　　　　小学校・中学校入学式
７日（金）　市内高校入学式
１６日（日）　市長選挙・市議会議員選挙立候補受付
　　　　　（８：３０～１０：００・市中央公民館小ホール、
　　　　　１０：００～１７：００・選挙管理委員会事務局）
２０日（木）　出水人生大学開講式
　　　　　（９：１５・市老人福祉センター）
　　　　　高尾野鶴亀大学開講式
　　　　　（９：００・高尾野農村環境改善センター）
２３日（日）　市長選挙・市議会議員選挙投票日
　　　　　（７：００～１９：００・市内３６投票所）
２９日（土）　春の自然まつり・チャレンジラリー
　　　　　（９：００・青年の家）

春の自然まつり・
チャレンジラリー

上場高原の菜の花
（４月中旬～５月上旬）

� ���������������������



■発行　出水市　　　■編集　企画部企画調整課 
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町１番３号 
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-63-0680 
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保７番地 
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-82-2399 
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地 
　　　　　　　　　　ＴＥＬ0996-63-2111（代表）　ＦＡＸ0996-84-2078 
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/ 
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp 広報いずみ２００６（平成１８年）４/１号：創刊号　   ○24

2006（平成18年） ） 

 

※この広報紙は古紙配合率100％、白色度80％の再生紙を使用しています。 
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ツル観察センターツル観察センター 感応寺感応寺 感応寺 ツル観察センター 
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高尾野温泉センターもみじ高尾野温泉センターもみじ 高尾野温泉センターもみじ 
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中の市中の市 中の市 
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